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【
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
】

◆ 

障
が
い
者
福
祉
の
推
進

　

障
が
い
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て

必
要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
を
行
い
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
補
装
具
費
を
支
給

す
る
ほ
か
、
意
思
の
伝
達
に
支
障
の
あ
る
障

が
い
者
に
対
し
て
手
話
通
訳
者
を
し
た
り
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
支
援
す
る
用
具
の
給

付
や
外
出
支
援
な
ど
障
が
い
者
の
地
域
で
の

生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
保
健
事
業
の
推
進
】

◆ 

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施

　

40
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

を
対
象
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
と
保
健
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

 

費
用
の
助
成

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

お
い
て
、
低
所
得
者
の
接
種
費
用
を
全
額
助

成
し
て
い
ま
す
。

【
医
療
環
境
の
充
実
】

◆ 

医
療
機
器
の
整
備
（
織
田
病
院
）

　

手
術
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
過
酸
化

水
素
低
温
プ
ラ
ズ
マ
滅
菌
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
し
た
。
滅
菌
に
要
す
る
時
間
は
格
段
に

短
縮
さ
れ
、
ま
た
、
過
酸
化
水
素
を
使
用
す

る
た
め
滅
菌
終
了
時
は
水
と
酸
素
に
分
解
し

環
境
面
で
も
優
れ
た
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

【
道
路
網
の
整
備
】

◆ 

よ
り
安
全
な
道
路
へ
の
改
良

　

道
路
交
通
の
利
便
性
や
安
全
性
向
上
の
た

め
、
町
道
の
新
設
や
拡
幅
工
事
、
交
通
安
全

施
設
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 

国
県
道
の
整
備
費
を
負
担

　

国
県
道
の
整
備
な
ど
に
対
し
て
、
事
業
費

の
負
担
や
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
町
が
行
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
今
後
の
予
定
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

安
全
で
良
質
な
水
の
供
給

　

安
全
で
安
心
し
た
水
の
供
給
を
行
う
た

め
、
糸
生
・
萩
野
地
区
に
お
い
て
、
送
・
配

水
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆ 

豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全

　

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
朝
日
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
央
監
視
制

御
設
備
の
更
新
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
】

◆ 

携
帯
電
話
の
不
感
地
区
の
解
消

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
㈱
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
と
協
力
し
、
織
田
地

区
の
笹
川
で
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
可

能
に
し
ま
す
。

【
公
共
交
通
】

◆ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
促
進

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ
り
便
利
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、「
回
数
乗
車
券
」
を
販

売
、
運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
人
に
対

し
「
無
料
定
期
乗
車
券
」
を
交
付
、
4
月
か

ら
は
毎
月
「
0
」
が
つ
く
日
の
無
料
運
行
を

実
施
（「
0
」
の
つ
く
日
が
土
・
日
曜
日
の

場
合
は
運
休
）
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
中

高
生
を
対
象
と
し
た
「
夏
季
期
間
限
定
定
期

乗
車
券
」
を
販
売
し
ま
し
た
。
９
月
14
日

に
は
利
用
者
が
20
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

◆ 

路
線
バ
ス
の
維
持
支
援
・
利
用
促
進

　

路
線
バ
ス
の
維
持
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
・
心
身

障
が
い
者
や
高
校
生
な
ど
に
対
す
る
運
賃
の

補
助
を
行
い
、
町
民
の
「
足
」
と
な
る
公
共

交
通
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
憩
い
の
場
の
整
備
】

◆ 

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備

　

危
険
な
空
き
家
を
取
り
壊
し
花
壇
や
ベ
ン

チ
な
ど
を
設
置
し
て
、
２
か
所
の
「
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
や
憩
い
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
防
災
・
救
急
体
制
】

◆ 

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
消
防
署
丹
生
分
署

の
建
設

　

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
消
防
署
丹
生
分
署

が
、
平
成
21
年
６
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
宅
地
・
住
宅
の
整
備
】

◆ 

町
営
住
宅
に
火
災
報
知
器
を
設
置

　

消
防
法
で
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

火
災
報
知
器
を
町
営
住
宅
に
設
置
し
ま
し

た
。

快
適
で
安
全
に
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

　

ま
た
、
眼
科
に
は
診
察
・
健
診
業
務
の
機

能
向
上
を
目
的
に
オ
ー
ト
無
散
瞳
型
眼
底
カ

メ
ラ
を
整
備
し
ま
し
た
。
高
感
度
・
高
解
像

度
で
多
彩
な
機
能
に
よ
り
検
査
能
力
が
向
上

し
て
い
ま
す
。

【
出　

産
】

◆ 

妊
婦
・
乳
児
健
診
費
用
を
助
成

　

妊
娠
・
出
産
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
妊
婦
健
診
14
回
、
乳
児
健
診
３
回

分
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
子
育
て
・
少
子
化
対
策
の
充
実
】

◆ 

病
児
デ
ィ
ケ
ア
事
業

　

傷
病
の
回
復
期
ま
た
は
治
療
中
で
集
団
保

育
が
困
難
な
児
童
を

一
時
的
に
預
か
る
こ

と
に
よ
り
、
保
護
者

の
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
病
後
児
保
育

は
織
田
保
育
所
、
病
児
保
育
は
織
田
病
院
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

◆ 

す
く
す
く
保
育
事
業

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保

育
料
を
無
料
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３

人
同
時
に
保
育
所
に
入
所
し
た
場
合
、
第

３
子
以
降
の
保
育
料
も
減
免
さ
れ
ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◆ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

子
育
て
家
庭
の
相
談
を
受
け
た
り
、
親
子

の
遊
べ
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

◆ 

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
対
策
事
業

　

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
に
か
か
る

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
家
庭
の

経
済
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

朝
日
南
保
育
所
の
屋
根
を
改
修

　

老
朽
化
し
た
朝
日
南
保
育
所
の
屋
根
を
改

修
し
、
児
童
の
安
全
と
快
適
な
保
育
環
境
の

整
備
を
し
ま
し
た
。
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【
観
光
産
業
の
活
性
化
】

◆ 

学
生
合
宿
誘
致
補
助
金
制
度
が
ス
タ
ー

　

 

ト
し
ま
し
た

　

町
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
有
効
に

活
用
し
、
町
外
か
ら
の
交
流
人
口
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
学
生
合
宿
誘
致
補
助
金

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
県

内
外
か
ら
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
で
来
町
し

た
約
１
、２
０
０
人
の
学
生
が
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
中
京
・
関
西
方
面
の
高
校
・
大
学

な
ど
に
積
極
的
に
営
業
活
動
を
行
い
、
制
度

利
用
者
を
増
や
す
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆ 

観
光
周
遊
バ
ス
運
行
事
業

　

町
の
冬
季
に
お
け
る
町
内
観
光
施
設
へ
の

誘
客
と
、
観
光
客
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る

観
光
施
設
の
周
遊
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
。

　

【
自
然
環
境
の
保
全
】

◆ 

Ｅ
Ｍ
の
利
用
方
法
を
普
及
啓
発

　

海
土
里
の
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連

携
し
な
が
ら
、
町
内

の
小
学
校
や
各
地
区

で
説
明
会
を
開
催

し
、
米
の
と
ぎ
汁
を

活
用
し
た
Ｅ
Ｍ
活
性

液
や
ぼ
か
し
づ
く
り

の
普
及
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

【
循
環
型
社
会
の
形
成
】

◆ 

ご
み
の
分
別
収
集
の
推
進

　

日
常
生
活
に
お
け
る
大
量
消
費
・
大
量
廃

棄
型
社
会
を
見
直
し
て
、
環
境
負
荷
の
少
な

い
生
活
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
に
向
け
て
、
ご
み

の
減
量
化
と
３
Ｒ
運
動
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
を
支
援

　

町
内
の
各
競
技
団
体
が
行
う
大
会
に
対
し

て
開
催
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。
各

大
会
に
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
競
技
者
が
集

い
、
競
技
力
の
向
上
お
よ
び
競
技
を
通
じ
た

交
流
も
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 

全
国
大
会
へ
の
出
場
選
手
を
支
援

　

県
内
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会
や
北

信
越
大
会
へ
出
場
し
た
選
手
や
監
督
に
対
し

て
参
加
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

◆ 

「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
活
動
の
支
援

　

い
つ
で
も
だ
れ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
、総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
で
は
、

会
員
３
２
０
人
が
20
種
目
に
お
よ
ぶ
教
室
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
と
の
共
催

で
、
季
節
ご
と
に
カ
ヌ
ー
や

水
泳
、
ス
キ
ー
教
室
な
ど
を

開
き
、
町
内
か
ら
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
学
校
教
育
環
境
の
充
実
】

◆ 

朝
日
中
学
校
が
開
校

　

新 

朝
日
中
学
校
の
校
舎
、
屋
内
運
動
場
な

ら
び
に
屋
外
運
動
場
を
整
備
し
、
４
月
５
日

開
校
式
お
よ
び
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

◆ 

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
環
境
を
整
備

　

平
成
23
年
７
月
の
テ
レ
ビ
放
送
の
完
全

デ
ジ
タ
ル
化
対
応
す
る
た
め
、
各
小
中
学
校

に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
を
、
わ
か
り
や
す
い
授

業
の
展
開
を
図
る
た
め
電
子
黒
板
を
併
せ
て

導
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
越
前
中
学
校
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
の
機
器
の
更
新
に
併
せ
、
教
員

用
・
普
通
教
室
用
パ
ソ
コ
ン
を
新
た
に
導
入

し
ま
し
た
。

◆ 

旧
朝
日
中
学
校
の
解
体
を
実
施

　

新
朝
日
中
学
校
が
完
成
し
、
使
用
し
な
く

な
っ
た
旧
朝
日
中
学
校
の
解
体
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

◆ 

耐
震
補
強
工
事
を
実
施

　

平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
結
果

に
基
づ
き
、
常
磐
小
学
校
、
宮
崎
中
学
校
、

越
前
中
学
校
の
補
強
工
事
お
よ
び
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

非
常
勤
講
師
お
よ
び
生
活
支
援
員
を
配
置

　

障
が
い
を
持
つ
児
童
・
生
徒
が
安
全
な
学
校

生
活
が
送
れ
る
よ
う
生
活
支
援
員
を
、
ま
た

個
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
授
業
の
展
開
が

図
れ
る
よ
う
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
ま
し
た
。

◆ 

教
育
相
談
員
を
配
置

　

各
地
区
に
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、
悩
み

を
抱
え
る
児
童･

生
徒
や
保
護
者
の
相
談
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
悩
み
を
抱
え

る
児
童･

生
徒
に
対
し
て
の
適
応
指
導
教
室

も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
体
制
の
充
実
】

◆ 

各
種
講
座
の
開
催

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
分

館
に
お
い
て
、
学
習
内
容
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
で
き
る

様
々
な
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】

◆ 

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
大
会
の
開
催

　

５
月
に
第
２
回
福
井
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ

プ
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
、
11
月
に
は
第

10
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か

れ
、「
ホ
ッ
ケ
ー
の
聖
地　

越
前
町
」
で
熱
戦

【
農
業
の
振
興
】

◆ 

農
業
の
担
い
手
の
育
成
支
援

　

農
業
機
械
の
整
備
に
係
る
負
担
を
軽
減

元
気
で
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

し
、
地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
の
経
営
規

模
拡
大
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
。

個
性
豊
か
で
誇
り
の
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
】

◆ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
行
政
窓
口

機
能
や
生
涯
学
習
機
能
な
ど
を
備
え
た
複
合

施
設
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
や
地
域
の

活
性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
国
際
交
流
】

◆ 

越
前
町
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
交
流
の
推
進

　

町
内
外
に
住
む
外
国
人
の
た
め
の
相
談
窓

口
の
設
置
や
国
際
交
流
員
の
配
置
、
外
国
人
の

自
立
支
援
と
地
域
共
生
に
向
け
、
国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は

主
に
ア
メ
リ
カ
の
生

徒
受
入
交
流
な
ど
地

域
レ
ベ
ル
で
の
国
際

化
、
地
域
活
性
化
に

向
け
た
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

【
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
】

◆ 

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

町
・
町
民
お
よ
び
事
業
者
が
一
丸
と
な
っ

て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、

意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
意
識
調
査

を
も
と
に
、「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
（
仮

称
）」
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
が
輝
き
交
流
で
満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
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【
文
化
財
の
保
護
・
継
承
】

◆ 

展
覧
会
「
う
つ
り
ゆ
く
越
前
焼―

三
筋
壺

か
ら
左
近
精
右
衛
門
の
技
ま
で―

」
の
開
催

　

織
田
文
化
歴
史
館
で
は
、
平
安
時
代
か
ら

現
代
ま
で
の
越
前
焼
を
展
示
し
、
窯
業
史
に

お
い
て
当
町
が
果
た
し
た
歴
史
的
な
役
割
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

◆ 
企
画
展
「
か
た
ち
づ
く
る
人
々
」
の
開
催

　

雨
田
光
平
記
念
館
で
は
「
か
た
ち
づ
く
る

人
々
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
日
展
な
ど
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
町
内
在
住
の
陶
芸
家
、
田
村

民
藤
、
吉
田
豊
一
の
両
氏
を
と
り
あ
げ
、「
田

村
民
藤　

土
と
炎
の
五
十
年
へ
」、「
吉
田
豊

一
陶
芸
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆ 

越
前
学
悠
久
塾
の
開
催

　

越
前
学
悠
久
塾
は
４
年
目
を
む
か
え
、

50
人
が
受
講
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
歴
史･

文
化

に
つ
い
て
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、
町
の
行
う
調
査
の
結

果
や
、
最
新
の
研
究
成
果

に
基
づ
い
た
講
義
を
行
い

ま
し
た
。

町
民
に
開
か
れ
た
健
全
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

【
財
政
の
健
全
運
営
】

◆ 

公
共
施
設
の
民
営
化

　

民
間
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
さ

ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
運
営
経
費
の
節

減
を
図
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

よ
る
公
共
施
設
の
民
営
化
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
一
部
の
施
設
で
指
定
管
理

者
を
公
募
し
、
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

農
業
生
産
基
盤
な
ら
び
に
農
村
環
境
基

盤
の
整
備

　

継
続
的
な
農
業
農
村
の
発
展
を
図
る
た

め
、
圃
場
区
画
の
再
整
備
と
地
域
用
水
や
排

水
機
の
更
新
に
か
か
る
計
画
・
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

【
林
業
の
振
興
】

◆ 

林
道
の
整
備

　

越
前
西
部
基
幹
林
道
を
は
じ
め
と
す
る

７
路
線
の
排
水
施
設
や
舗
装
整
備
を
行
い
、

林
道
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

【
水
産
業
の
振
興
】

◆ 

漁
港
漁
場
の
整
備

　

底
曳
網
漁
場
に
お
い
て
、微
生
物
の
増
殖
を

促
し
漁
場
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、海
底
を

耕
し
、漁
場
の
生
産
力
の
回
復
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、米
の
浦
漁
港
の
漁
業
環
境
の
改
善
の

た
め
、漁
港
用
地
の
造
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。



〜
男
女
共
同
参
画
へ
町
民
が
心
一
つ
に
〜

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
生
活
実
態
や
意
識
を
把
握
し
、男
女
共
同
参

画
推
進
条
例(

仮
称)

制
定
に
向
け
て
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
町
民
意
識
調
査
を
行

い
ま
し
た
。2
月
号
に
引
き
続
き
、結
果
を
公
表
し
ま
す
。

　

調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、お
忙
し
い
中
大
変
貴
重
な
ご
意
見
や

ご
感
想
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
効

果
的
な
施
策
を
行
い
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※詳しくは町のホームページで公開しています。 
　http://www.town.echizen.fukui.jp/webworks/web/index.jsp
※詳しくは町のホームページで公開しています。 
　http://www.town.echizen.fukui.jp/webworks/web/index.jsp

●調査対象 町内在住の20歳代から
 70歳代の男女2,000人（無作為抽出）
●調査期間 平成21年8月26日～9月25日
●回答状況 886人(44.3%)　男性371人、女性515人
●調査内容 基本項目7問、設問23問

○社会参画の活動状況

　趣味やボランティア活動、青少年育成活動については男女に大き
な差は見られませんが、区や地元の活動については、女性がとても
少ない結果となり、男女に差が見られます。

○参加していない理由

　「仕事が忙しく、時間がない」は「40歳代」の男性で69.2%、女性
で42.9%となっており、次いで「関心がない」となっています。

○地域で指導的立場にある女性の状況

　区長やPTA会長など、地域で指導的立場にある女性はまだまだ少
ない状況です。その理由として考えられるものは、①「長い間の習慣
で男性と決まっているから」が54.2%、②「女性自身が指導的立場
となることに消極的だから」41.4%、③「世間一般では、女性が指導
的立場になることを快く思わないから」25.1%となっています。

問　町内会長やＰＴＡ会長など、地域で指導的立場にある女性はまだ
まだ少ない状況です。その理由として考えられることは何ですか。 

問　男女が社会の対等なパートナーとして、互いの人権を尊重しつつ責任もともに担う社会の実現のためには、何
が必要だと思いますか。

結果報告 ②
▼ 調査のあらまし

▼ 調査結果の概要

問合せ先　男女共同参画室　☎34－8715

Ⅴ　パートナーからの暴力について
　ほとんどの人が「全くない」と答えていますが、少数ですが「何度もあった」「1・2度あった」と答えています。
人命および人体への危険に関わることなので、見逃せない状況にあります。また、そのことの相談については「誰に
も相談しなかった」が一番多く、次いで「友人・知人に相談した」「家族に相談した」となっています。

Ⅵ　男女共同参画社会の実現に向けて

○男女が社会の対等なパートナーとして、ともに担う社会の実現のために何が必要か
　「男女とも、パートナーとして理解し協力する」が最も多く、次いで「男女差別的な慣習やしきたりの見直し」
となっています。

○あなた自身、どんなことをしたいか
　「お互いの立場を尊重しあう」が76.3%と最も多く「身の回りのことは自分でする」50.5%、「育児・家事の分
担・協力」48.0%と続いています。

○今後、町（行政）はどのようなことに力を入れていくべきか
　「高齢者や障がい者などへの福祉サービスの充実」が56.1%と最も多く、「安心して子育てができる保育サー
ビスの充実」51.0%、「地域づくりにおける男女共同参画の啓発・推進」42.8%と続いています。

○その他、自由意見が146件ありました。

Ⅳ　社会参画について

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（%）

合計

20代

30代

40代

50代

60代

70代

11.7

5.7

7.9

8.8

9.2

16.6

22.2

54.1 1.15.0

52.9 6.9

50.7 5.7

55.2 3.3

55.9 6.2

54.1 5.1

54.0 3.2

28.1

34.5

35.0 0.7

32.6

27.7 1.0

22.3 1.9

17.5 3.2

全体

反対

どちらともいえない

その他

無回答

男性 女性

全体 男性 女性

年　　　代
男　　　性
女　　　性
　　計

20歳代
  4
  9
13

30 歳代
  7
17
24

40 歳代
  8
21
29

50 歳代
18
21
39

60 歳代
11
12
23

70 歳代
  7
11
18

55
91
146

計
（年代別・男女別件数）

長い間の習慣で男性と決まって
いるから

男性の方が指導力があるから

世間一般では、女性が指導的立場
になることを快く思わないから
女性自身が指導的立場となるこ
とに消極的だから

家庭の協力が得られないから

その他

無回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

54.2
55.8

53.0
19.7

16.5
21.9

25.1
21.6

27.4
41.4
45.0

38.8
17.7
16.4
18.8

4.0
3.0
4.7
7.0
7.3
6.8

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

男性自身が意識改革をする

女性自身が自覚する
男女とも、パートナーとして理解
し協力する
職場での意識改革と環境見直し
男女差別的な慣習やしきたりの
見直し
男女平等の視点からの、家庭教
育や学校教育の見直し
その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

37.4
40.7

35.0
18.2
18.6
17.9

75.4
71.7

78.1
28.2
27.0
29.1

57.9
60.2

54.7

33.1
34.5

32.0
1.7

1.4
2.2

4.6
5.4
4.1

1.

2.

3.

4.
5.

6.

7.
無回答8.

（%）

（%）
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乗って残そう路線バス ～地域で支え合う生活交通～

　近年、路線バスは、全国的に右図のような悪循環に陥っています。町内を走る路線バスも全路線が赤字
で、事業者単独での維持が困難となっていますので、国・県・町の補助金によって路線を維持しています。
　路線バスは、生活交通として重要なライフラインです。通院、通学、買い物など様々な機会に、ぜひ身近な
路線バスをご利用ください。今後もバス路線を維持していくため、町民の皆さんのご協力をお願いします。

　公共交通割引カードと生活路線バス運賃補助券を使えば、町内区間をコミュニティバスと同じ１００円で京福バ
ス・福鉄バスを利用できます。ただし、町外へ出る場合、町外区間の運賃は、別途必要となります。

　通学定期券を購入されている皆さん、補助金の申請は済みましたか？まだ申請が済んでいない人は、早めに申請
してください。平成２１年度分の申請締め切りは、３月３１日（水）です。
申請手続き：指定の申請書に必要事項を記入し、生徒手帳・購入定期券の写しを添えて、政策調整室（または各コミュ
　　　　　 ニティセンター窓口）まで提出してください。

路線バスの現状

　町では、路線バスの利用促進のため、生活路線バス運賃補助（※１）や生活路線バス通学補助（※２）を行い、
職員のバス通勤も推進しています。

路線バスの利用促進の取り組み

自動車の普及・増加、人口の減少

路線の廃止・減便などのサービスの低下

路線バス利用者の減少

利用者の減少により、低下の傾向にあります。低いほど多くの補助金が必要になります。

※１ 生活路線バス運賃補助（対象：７０歳以上の人と心身障がい者）

　高校などに通学するために町内を運行する京福バス・福鉄バスの通学定期券を購入した場合、通学定期券（往復）
１か月につき１，０００円を補助します。

※２ 生活路線バス通学補助（対象：路線バスで通学する高校生など）

平均乗車密度 （始点から終点まで平均して常時バスに乗っている人数）

京福バス
福鉄バス
合　　計

事業者名
年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

17,621
14,165
31,786

13,897
4,491
18,388

15,434
4,611
20,045

15,929
6,730
22,659

運賃収入の減少などにより、増加の傾向にあります。 （単位：千円）

町の路線バス維持支援補助金 （バス路線を維持するための町負担金）

政策調整室　☎34－8714問合せ先

西田中宿堂線
（天王～福井）

西田中宿堂線
（天王～八ツ俣）

西田中宿堂線
（天王～宿堂）

茱崎線
（水仙ランド～福井）

織田線
（織田～福井）

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0

0

1

2

3

4

5

6

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

4.6

4.2

2.6

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

京福バス

3.1 3.0 2.7

5.0

5.05.1 5.25.1 5.2

5.1 5.05.0

福鉄バス

武生越前海岸線
（かれい崎～武生新）

福浦線
（かれい崎～田原町）

安養寺線
（越前岬～武生新）

鯖浦線
（織田～神明）

鯖浦線
（かれい崎～神明）

平
均
乗
車
密
度（
人
）

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

平
均
乗
車
密
度（
人
）

3.6
2.4 2.3 2.3 2.1

1.8
2.21.82.22.1

2.0

0.4 0.6
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◎人件費の状況（平成20年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成20年度末） 24,318人

歳出額　A 13,821,842千円

実質収支 670,674千円

人件費　B 2,014,546千円

人件費率　B ／ A 14.6%

※特別職職員に支給される給料、報酬などを含みます。

◎職員の給与費の状況（平成20年度普通会計決算）

職員数
Ａ

給　　与　　費

給　　料 職員手当 期末・
勤勉手当 計　B

279人 千円 千円 千円 千円
957,351 92,317 379,480 1,429,148

一人当たり給与費（Ｂ／Ａ） 5,122千円

※職員手当には退職手当を含みません。
※職員数は、病院など企業会計職員を含まない平成20年4

月1日現在の人数です。 

◎職員の初任給の状況
　（平成21年４月１日現在） 

区　　分 初任給

一般行政職
大学卒 161,600円

高校卒 140,100円

技能労務職 中学卒 121,600円

◎職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41.2歳 293,900円 329,173円

技能労務職 50.8歳 238,900円 247,665円

※1「平均給料月額」とは、平成21年4月1日現在における
各職種ごとの職員の平均給料月額です。

※2「平均給与月額」とは給料月額と毎月支払われる扶養手
当、住居手当、時間外勤務手当など諸手当の額を合計
したものです。

◎職員の手当の状況
期末手当・勤勉手当 退職手当

一人当たり
平均支給額

（平成20年度一般行政職）
142万8千円

一人当たり平均支給額
（平成20年度退職全職種平均）

自己都合　　　　658万円
勧奨・定年　2,306万7千円

（平成20年度支給割合）
期末手当　3.0月
勤勉手当　1.5月

（支給率）
	 年数	 自己都合	 定年・勧奨
 20年 23.50月分 30.55月分
 25年 33.50月分  41.34月分
 35年 47.50月分  59.28月分
最高限度額
  59.28月分 59.28月分
その他加算
　定年前早期退職特例措置
　　　　　（2％～ 20％加算）

（加算措置の状況）
役職加算　5 ～ 15％

◎特別職の給料、報酬などの状況
　（平成21年４月1日現在）

給　料 期末手当 退職手当算定方式

町　長 880,000円 3.96月
 （平成20年度

　支給割合）

880千円×在職月
×45/100

副町長 680,000円 680千円×在職月
×27/100

※退職手当の支給時期は、任期ごとです。

報　酬 期末手当

議　長 320,000円 3.45月
 （平成20年度

　支給割合）
副議長 250,000円

議　員 240,000円

◎部門別職員数の状況

区　　分
職　員　数 対前年

増減数平成20年 平成21年

一 般 行 政 部 門 226人 223人 △3人

教 育 部 門 53人 56人 　3人

公営企業等部門 90人 86人 △4人

合　　計 369人 365人 △4人
※平成20年および平成21年４月１日現在です。

町の人事行政の透明性、公平性を図るため、職員の給与や勤務条件などを公表します。

町職員の給与・職員数について

　詳細については、平成22年４月にホームページ上で、公開予定です。
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４月からごみの分別、収集日程が
一部変更になります！

皆さんの心1つで未来が変わります！
環境に優しい美しい越前町を一緒に築きましょう！！

白色トレイはプラスチック製容器へ

　町では、資源の効率的な回収を図るため、白色トレイの収
集を廃止し、プラスチック製容器として収集することにしました。
　４月以降は、町指定のプラスチック製容器包装ごみ袋に入れ
て、各ステーションに出してください。

ペットボトルの回収を月1回から月2回に変更します

収　集　日 収　集　地　区

毎月第１・３水曜日 全　　域

　近年、ペットボトルが増加傾向にあり、収集日が月1回ではごみステーションのコンテナやネッ
トが一杯になる（特に夏場）などの問い合わせが多数あったため次のとおり収集日を増やすこと
にしました。

もう一度、正しいごみの分別方法を確認しましょう。

　ごみを分別し、燃えるごみ
の減少を図ることは地球温
暖化の防止につながり、リ
サイクルすることで資源の
有効利用につながります。
皆さんのご協力をお願いし
ます。
　きちんとごみが分別され
ていないと、回収できずに
そのままステーションに放
置されます。

買い物のときは、マイバック（エコバック）を持ち歩き、
レジ袋を貰わないようにしましょう。

　家庭から出る一般廃棄物のうち、容器包装によるごみは
60.1％（容積比）を占めます。（環境省発表：平成18年度）
なかでも、スーパーなどで買い物をしたときにもらうレジ袋は、
国内で年間約３００億枚使われていて、地球温暖化や資源浪費
の原因のひとつとなっています。私たち一人ひとりがレジ袋の
消費を減らすため、繰り返し使えるマイバック（エコバック）を
持ち歩きましょう。

朝日地区

朝　日　地　区 ４月  ７日 （水） ・ ２１日（水）
宮　崎　地　区 ４月１２日 （月） ・ ２６日（月）
越　前　地　区 ４月  ８日 （木） ・ ２２日（木）
織田地区（Ａ地区）  ４月  １日 （木） ・ １５日（木）
　　　　（Ｂ地区）  ４月  ２日 （金） ・ １６日（金）

収　集　日 収　集　地　区

毎月第１・３木曜日

毎月第１・３金曜日

Ａ 地 区

Ｂ 地 区

織田地区

収　集　日 収　集　地　区

毎月第２・４月曜日 全　　域
宮崎地区

ペットボトル収集日程

各地区の４月収集日（ペットボトル）

プラごみ

ごみ？資源？
“ごみ”について考えましょう！

（単位 :t･％）

区　　分
平成 ２０ 年度 平成 １９ 年度

増　　減
(A)－(B) (C)

対前年度
増減率

(C)/(B)×100搬入量 (A) 構成比 搬入量 (B) 構成比

越 前 町

可燃物 5,167.21 5,577.10 △409.89 △7.3
不燃物 467.06 473.49 △6.43 △1.4
資源物 195.86 195.36 0.5 0.3
有害物 20.18 20.44 △0.26 △1.3

計 5,850.31 17.8 6,266.39 18.9 △416.08 △6.6

朝日地区

可燃物 1,873.90 2,048.25 △174.35 △8.5
不燃物 162.28 150.18 12.1 8.1
資源物 71.93 71.38 0.55 0.8
有害物 7.5 7.66 △0.16 △2.1

計 2,115.61 6.4 2,277.47 6.9 △161.86 △7.1

宮崎地区

可燃物 646.23 677 △30.77 △4.5
不燃物 87.32 83.68 3.64 4.3
資源物 40.26 38.84 1.42 3.7
有害物 4.14 4.21 △0.07 △1.7

計 777.95 2.4 803.73 2.4 △25.78 △3.2

越前地区

可燃物 1,749.28 1,879.63 △130.35 △6.9
不燃物 130.85 148.69 △17.84 △12.0
資源物 46.95 48.71 △1.76 △3.6
有害物 4.44 4.64 △0.20 △4.3

計 1,931.52 5.9 2,081.67 6.3 △150.15 △7.2

織田地区

可燃物 897.8 972.22 △74.42 △7.7
不燃物 86.61 90.94 △4.33 △4.8
資源物 36.72 36.43 0.29 0.8
有害物 4.1 3.93 0.17 4.3

計 1,025.23 3.1 1,103.52 3.3 △78.29 △7.1
※資源物とは空びんをいい、有害物とは乾電池・スプレー缶および蛍光灯をいう。
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男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...
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男女共同参画室　☎34－8715
問合せ先

「四角い漢字

▲

ばっかりで、　
硬いですね…」　

▲宣言文を手に
　説明を聞く乙
　坂福寿会の皆
　さん

　1月26日、乙坂福寿会の新年会で、会員
の皆さんに男女共同参画について話す機
会を持ちました。
　同会の清水会長は、「短い時間でした
が、男女共同参画へのよくある誤解につ
いて、例をあげて説明してもらったので
分かりやすかった。乙坂福寿会も、これ
からも男女共同参画で取り組んでいきた
い。」と感想を述べていました。
　皆さんの団体で、「男女共同参画につい
て説明して欲しい。」というご要望があり
ましたら、いつでもどこでも伺います。
男女共同参画室までご連絡ください。

いつでもどこでも伺います！

◇オーストラリア駐日大使講演会◇
　2月3日、オーストラリア駐日大使のマレー・マクレーン氏が、
6月に本県で開催される2010年日本 APEC エネルギー大臣会
合に先駆けて、丹生高校で講演会を行いました。
　オーストラリアと越前町は、旧織田町の時から交流を続けて
おり、今年の10月にはオーストラリア　バードウッド校生を受
け入れ、来年の3月にも町内中学生を対象としたオーストラリ
アへの派遣交流を予定しています。

国際交流室　☎34－8713問合せ先

★越前町国際交流協会総会・国際理解講演会★
と　き：3月28日（日）
　　　  午後1時から受付

ところ：サンライズ織田
　　　 （織田病院前）

越
前
町
学
校
モ
ニ
タ
ー
会
議

　

１
月
27
日
、町
教
育
委
員
、学
校
モ
ニ
タ
ー
、町
内
学
校
長

が
集
ま
り
、学
校
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、ふ
く
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

臨
床
心

理
士　

齊
藤
荘
二　

氏
よ
り
、「
子
育
て
・
心
育
て
、身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
」と
い
う
演
題
で

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、各
地
区
の
代
表
モ
ニ
タ
ー

か
ら
地
域
の
危
険
箇
所
に
関

す
る
要
望
事
項
や
学
校
訪
問

な
ど
の
モ
ニ
タ
ー
活
動
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

報
告
さ
れ
た
意
見
は
今
後

の
教
育
行
政
に
活
か
し
て
い

く
予
定
で
す
。

▲講演会の様子

越
前
町
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体
研
修
会

　

２
月
18
日
、役
場
別
館
で
越
前
町
民

生
委
員
児
童
委
員
全
体
研
修
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

福
井
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
永
松
真
事
務
局
長
に
よ
る「
つ
な
が

り
の
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
向
け

て
」と
の
基
調
講
演
の
後
、委
員
が
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、日
々
の
活
動
や
お

互
い
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、研
修
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

法
務
大
臣
よ
り
感
謝
状
贈
呈

　

１
月
19
日
、人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た
田
中
善
隆
さ

ん（
樫
津
）に
法
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
田
中

さ
ん
は
、平
成
９
年
か
ら
旧
宮
崎
村
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
人
権
問
題
に
取
り
組
み
、合
併
後
の
越
前
町
で
も
引
き
続

き
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
感
謝
状
は
そ
の
永
年
の
功
績
に
対
し

て
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

越
前
町
子
ど
も
会
交
流
大
会

　

１
月
31
日
、朝
日
小
学
校
体
育
館
で

越
前
町
子
ど
も
会
交
流
大
会「
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
」が
開
か
れ
、町
内
小
学

生
約
１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
低
学
年
と
高
学
年
に
分
か

れ
、地
区
ご
と
に
白
熱
し
た
試
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、優
勝

を
目
指
し
、楽
し
み
な
が
ら
も
懸
命
に

ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は
、越
前
町
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ズ
く
ら
ぶ
の
中
学
生
た
ち
が
、司
会
と
審
判
を
つ
と

め
、交
流
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

左義長の炎に浮かぶ里仲間　　　　　山内　照子
只今と明るき声や春日差　　　　　　山内　昭子

波荒き岩場鷗
かもめ

の高く飛ぶ　　　　　　木村　松子
冬波の岩に砕けつ打ち寄せる　　　　山内　節子

国際理解講演会
演　題：誰でもできる国際協力ボランティア
講　師：NPO 法人 アジア教育友好協会 理事長
　　　  谷川　洋　氏（福井県坂井市出身）

入場無料

朝
日
中
学
校
の
新
し
い
校
歌
が
で
き
ま
し
た

　

２
月
16
日
、朝
日
中
学
校
で
校
歌
の
発
表
会
が
行
わ
れ
、

来
賓
・
関
係
者
お
よ
び
生
徒
が
校
歌
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、青
山
教
育
委
員
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、関
町
長
と
吉
村
町
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
柳
校
長
と
生
徒
代
表
藤
井
隆
輝
さ
ん（
３
年
生
）が
校

歌
額
の
除
幕
を
行
っ
た
後
、作
曲
者
の
笠
松
泰
洋
さ
ん
の
指

揮
の
も
と
、生
徒
に
よ
る
校
歌
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次

い
で
、校
歌
の
作
詞
者
の
川
上
明
日
夫
さ
ん
、作
曲
者
の
笠
松

泰
洋
さ
ん
、揮
毫
者
の
伊
藤
茂
さ
ん
が
校
歌
の
製
作
に
込
め

ら
れ
た
思
い
を
述
べ
ら
れ
、３
人
に
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
代
表
の
お
礼
の
言
葉
と

し
て
生
徒
会
長
の
薄
田
侑
弥
さ

ん（
２
年
生
）が「
僕
た
ち
は
新
し

い
学
校
で
、と
き
め
き
、輝
き
、さ

ら
に
誇
り
と
伝
統
を
創
り
出
し

て
い
け
る

よ
う
、ま
す

ま
す
が
ん

ば
り
た
い

と
思
い
ま

す
。」
と
元

気
に
あ
い

さ
つ
を
し

ま
し
た
。

▲揮毫　伊藤 茂（雅号　倖岳）
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

　1月26日、28日、保育所（園）で魚に関する食育体験が行われました。
　26日は、はぎの保育園でかれいの唐揚げ作りなどが行われ、園児たちは
初めての唐揚げ作り体験でしたが、恐がらずに油の中に入れることができ
ました。また、タラの解体見学では、大きな魚が目の前でさばかれている様

子に園児たちは驚いていました。
　28日は、宮崎中央保育所で親子での干
しがれい作りが行われ、うろこ取りは上手
に出来ましたが、内臓を取り出す作業には
悪戦苦闘しました。また、体験後の漁協女
性部による魚介類を使った料理の話にも、
参加者は興味深く耳を傾けていました。

▲はぎの保育園
そっと入れれば油も恐くないよ !!

▲宮崎中央保育所
美味しい干しがれいになりますように。

集
落
支
援
員
を
設
置
し
ま
し
た

　

町
で
は
、こ
れ
ま
で

に
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
集
落
の
区
長
を

交
え
た
意
見
交
換
会

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、

「
集
落
の
住
民
が
先
細

り
感
を
感
じ
な
が
ら

生
活
を
し
て
い
る
。」

「
何
と
か
し
な
け
れ
ば

…
。」「
地
域
の
良
い
と

こ
ろ
を
再
認
識
し
て

み
て
は
…
。」な
ど
の

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、県
内
で
初
め
て
、こ
の
よ
う
な
集
落
の
元
気
で

活
力
あ
る
集
落
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
集
落
支
援
員
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

集
落
支
援
員
の
活
動
内
容
は
、①
対
象
集
落
の
巡
回
②
対

象
集
落
点
検
の
実
施
③
対
象
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
関
す

る
話
し
合
い
へ
の
参
画
④
対
象
集
落
点
検
や
話
し
合
い
を

通
じ
集
落
の
維
持
・
活
性
化
へ
の
支
援
で
す
。

　

集
落
支
援
員
に
は
、　

西
野　

千
信
さ
ん（
熊
谷
）が
就
任

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
集
落
の
巡
回
や
点
検
に
よ
る
状
況

平
成
22
年
度
保
育
所
入
所
時
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
５
月
以
降
に
保
育
所
の
途
中
入
所
を
希
望
す

る
人
は
、国
の
制
度
改
正
に
よ
り
、平
成
22
年
4
月
初
日
時

点
で
の
年
齢
の
保
育
料
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

例
）６
月
入
所
希
望
で
５
月
２
日
に
３
歳
に
な
る
場
合

　

 

３
歳
未
満
児
の
保
育
料
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
子
育
て
支
援
課　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
ご
存
知
で
す
か
？

　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、子
ど
も
を

安
心
し
て
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
、子
育

て
に
関
す
る
相
談
、保

護
者
ど
う
し
の
情
報
交

換
や
親
子
が
遊
べ
る
場

所
の
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、各
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
毎
月
様
々

な
活
動
や
行
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
友
だ
ち

を
誘
っ
て
気
軽
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

子育て支援センター名 開設時間・曜日
朝日子育て支援センター（朝日児童館内）
西田中19ｰ6ｰ1　☎34ｰ7123

月曜日～金曜日
９：００～１４：００

宮崎子育て支援センター（宮崎中央保育所内）
江波67ｰ14　 ☎32ｰ2067

月曜日～金曜日
９：００～１４：００

越前子育て支援センター（四ヶ浦保育園内）
梅浦60ｰ15ｰ3　 ☎37ｰ0900

月曜日～金曜日
９：００～１４：００

織田子育て支援センター（旧織田保育所）
織田153ｰ3　 ☎36ｰ2232

月曜日～金曜日
９：００～１４：００

はぎの子育て支援センター（はぎの保育園内）
細野73ｰ2　☎36ｰ0396

月曜日～金曜日
９：００～１４：００

▲越前子育て支援センター
　（四ヶ浦保育園内）

み
や
ま
市
児
童
た
ち
と
再
会

　

2
月
5
日
か
ら
7
日
ま
で
の
3
日
間
、福
岡
県
み
や
ま
市

か
ら
小
学
生
17
人
が
越
前
町
を
訪
れ
、今
回
で
15
回
目
と
な

る
、町
内
の
小
学
生
と
の
交
流
会
が

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、交
流
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た「
幸
若
舞
」に
つ
い
て

学
習
し
、手
づ
く
り
ゲ
ー
ム
で
の
交

流
や
、町
内
施
設
の
見
学
な
ど
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、宮
崎
小
学
校
の
自
然
公
園

で
の
ス
キ
ー
体
験
で
は
、は
じ
め
は

転
ん
で
ば
か
り
の
み
や
ま
市
の
児

童
も
、最
後
に
は
滑
れ
る
よ
う
に
な

り
雪
国
を
満
喫
し
た
よ
う
で
し
た
。

降る雪に児等はゲームに夢中なり　　嵐　喜美枝
雪空を眺め過した三ケ日　　　　　　酒井スマ子

小
学
生
イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

ホ
ッ
ケ
ー
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
存
分
に
発
揮
！

　

２
月
20
日
、陽
光
館
体
育
館

と
朝
日
小
学
校
体
育
館
で
、町

小
学
生
イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
が
開
か
れ
、男
女
29
チ
ー

ム
、選
手
約
１
７
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ア
ホ
ッ
ケ
ー
は
、

積
雪
な
ど
に
よ
り
外
で
ホ
ッ

ケ
ー
が
で
き
な
い
冬
期
間
に

行
わ
れ
、通
常
よ
り
も
ゴ
ー
ル

や
コ
ー
ト
が
狭
く
な
る
特
徴

か
ら
、パ
ス
の
精
度
と
シ
ュ
ー
ト
技
術
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

選
手
た
ち
は
、こ
う
し
て
得
た
技
術
を
春
以
降
に
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

　

当
日
の
試
合
で
は
多
く
の
保
護
者
が
見
守
る
中
、選
手
た

ち
は
練
習
し
た
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、白
熱
し
た
展
開
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
、個
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【チーム】
学年

賞区分

４　　年 ５　　年 ６　　年

男　子 女　子 男　子 女　子 男　子 女　子
優　勝 朝　日 糸　生 糸　生 朝日Ａ 朝日Ｂ 常　磐
準優勝 EchizenHOMES 朝日Ｂ 朝日Ａ 朝日Ｂ 常　磐 朝　日

▲寒さを吹き飛ばすナイスプレー！

【個人賞】
賞区分

学年 最優秀選手賞 敢　　　闘　　　賞

４
年
男子 朝日 須磨　瑞 朝日 松田　歩 糸生 戸田貫太 Ｅ .Ｈ 谷川和也
女子 糸生 坂腰璃乃 朝日 徳井夏音 常磐 石黒里奈 糸生 戸田菜月

５
年
男子 糸生 馬谷遼平

朝日 椿　大弥 朝日 渡辺龍生 常磐 宮越翔也 糸生 野村烈瑠
Ｅ .Ｈ 奥田慎也

女子 朝日 松村莉子 朝日 髙松莉奈 常磐 中谷祐奈 糸生 安井美智 Ｅ .Ｈ 堀　千尋

６
年
男子 朝日 宮川雅伎

朝日 須磨　樹 朝日 堀井一志 常磐 為國龍次 糸生 橋本泰希
Ｅ .Ｈ 友広　望

女子 常磐 川口花菜 朝日 西宮沙耶 常磐 山崎千春 糸生 黒澤美里 Ｅ .Ｈ 大木菜々彩

把
握
や
話
し
合
い
で
の
助
言
な
ど
の
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

集
落
支
援
員
の
設
置
の
対
象
集
落
は
、次
の
い
ず
れ
か
の
集

落
で
す
。

１
、平
成
21
年
以
後
の
各
年
の
4
月
1
日
現
在
の
人
口
で
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
の
50
％
以
上
を
占
め
る
集

落
。

２
、集
落
機
能
・
生
活
圏
域
・
地
形
な
ど
を
考
慮
し
、１
の
集

落
と
一
体
的
に
維
持
・
活
性
化
に
取
り
組
む
集
落
。

　

こ
の
度
、町
よ
り
集
落
支
援
員

に
選
任
を
頂
き
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
方
々
の
ご
提
言
を
賜

り
な
が
ら
特
性
を
活
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
政
策
調
整
室　

☎
３
４ｰ

８
７
１
４

春日差心の憂
うさ

を解
ほ

ぐし行く　　　　　西元　青石
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ぜ
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み
ん
な
集
ま
れ

　

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
働
く
県
内
の
授
産
施

設
な
ど
で
作
ら
れ
た
商
品
を
Ｐ
Ｒ
販
売
し
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
セ
ル
プ
と
は
…
英
語
でS

elf-H
elp

　
「
自
助
自
立
」か
ら
作
ら
れ
た
造
語
で
す
。

と　
き　
3
月
17
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
か
ら
午
後
1
時
30
分
ま
で　

と
こ
ろ　
役
場（
本
庁
）正
面
玄
関
ホ
ー
ル

販
売
品　
パ
ン
、お
菓
子
、コ
ー
ヒ
ー
豆
、雑
貨
品
ほ
か

問
合
せ
先　

社
会
福
祉
支
援
室　

☎
３
４ｰ

８
７
２
４

手
作
り
セ
ル
プ
フ
ェ
ア
！
開
催

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会 

受
講
者
募
集
！

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
誰
で
も
簡
単
に
使
う
こ

と
の
で
き
る
心
臓
救
命
装
置
で
、役

場
・
小
中
学
校
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、こ
の
器
械
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
、知
ら
な
い
人
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
人
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

を
覚
え
る
た
め
に
、受
け
た
こ
と
の
あ

る
人
は
確
認
の
た
め
に
も
、こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

そ
れ
ぞ
れ
の
講
習
日
の
7
日
前
ま
で

費　
用　
無
料

そ
の
他　
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課

　
　
　
　
　

  

☎
３
４ｰ

８
７
１
０

私達の行動で、
救える命があります!

工　事　等　名 請負金額 請負業者名 主管課

平成21年度携帯電話施設電気通信設備（KDDI 方式）工事 4,431,000 円 ㈱きんでん　福井営業所 企画財政課

平成21年度森林環境保全整備事業法面保全工事 ( その1) 17,419,500 円 ㈱四ヶ浦建設 農林水産課

平成21年度森林環境保全整備事業法面保全工事 ( その2) 8,809,500 円 ㈱住榮 農林水産課

平成21年度アクティブハウス越前プールゾーン改修工事 8,589,000 円 ㈱大生 商工観光課

平成21年度町道宝泉寺グラウンド線交通安全施設整備その３工事 27,982,500 円 ㈱森下組 建設課

平成20年度 ( 繰 ) 町道東田中線道路改良工事 3,465,000 円 ㈱丸安建設 建設課

平成21年度町道北岩倉線舗装修繕その２工事 17,535,000 円 山中建設㈱ 建設課

平成20年度 ( 繰 ) 町道細野桜谷線道路改良工事 2,730,000 円 ㈱伊部建設 建設課

平成21年度町道宝泉寺グラウンド線交通安全施設整備その4工事 12,180,000 円 ㈱森下組 建設課

平成21年度朝日勤労者体育館跡地駐車場整備工事 11,445,000 円 ㈱森下組 生涯学習課

平成21年度 工事等発注一覧 (250万円以上 ) 1月16日～ 2月15日

臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ

　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
」は
プ
ー
ル
の
改
修
工
事
を

行
う
た
め
、次
の
期
間
の
営
業
を
お
休
み
し
ま
す
。
お
客
様

に
は
、大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、「
露
天
風
呂
漁
火
」は
、通
常
通
り
営
業
い
た
し
ま

す
。

休
業
期
間　
３
月
６
日（
土
）か
ら
３
月
19
日（
金
）ま
で

問
合
せ
先　
商
工
観
光
課　

☎
３
４ｰ
８
７
２
０

　
　
　
　
　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ス
越
前
・
露
天
風
呂
漁
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
７ｰ

２
３
６
０

　

選
挙
の
投
票
率
は
、低
下
傾
向
に
あ
り
、特
に
若
い
人
の
政

治
的
無
関
心
や
政
治
離
れ
、選
挙
離
れ
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、有
権
者
の
選
挙
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、投
票

率
低
下
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
を

募
集 

し
て
い
ま
す
!!

越
前
漁
港
の
計
画
変
更
案
を
縦
覧

　

福
井
県
で
は
、特
定
漁
港
漁
場
整
備
計
画（
越
前
地
区
）の

変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画（
案
）図
書
は
、次
の

の
場
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　
3
月
5
日（
金
）か
ら
３
月
24
日（
水
）ま
で

場
所　
越
前
漁
港
事
務
所（
小
樟
７ｰ

65
）☎

３
７ｰ

０
１
７
６

　
　
　

越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー（
道
口
１ｰ

24ｰ

１
）

☎
３
７ｰ

１
５
０
１

が
啓
発
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

投
票
率
ア
ッ
プ
や
明
る
い
選
挙
を
目
指
し
て
、活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　
町
内
在
住
の
人
で
20
歳
以
上
の
人

●
委
員
の
任
期　

２
年

　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平
成
24
年
3
月
31
日

●
問
合
せ
先　
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
３
４ｰ

８
７
０
０

平
成
22
年
春
の
火
災
予
防
運
動

　

３
月
20
日（
金
）か
ら
26
日（
木
）ま
で
春
の
火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

越
前
町
に
お
け
る
平
成
21
年
の
火
災
件
数
は
10
件
で
、前

年
の
2
件
よ
り
8
件
増
加
し
て
お
り
、大
規
模
な
山
火
事
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
春
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、空
気
が
乾

燥
し
火
災
が
最
も
起
こ
り
や
す
い
の
で
、火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
で
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
推
進
を
し
て

い
ま
す
。
早
期
発
見
で
人
命
を
火
災
か
ら
守
り
、被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
設
置
す
る

に
あ
た
り
、各
区
で
一
括
購

入
す
る
方
法
や
個
人
で
購

入
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら

全
て
の
住
宅
が
義
務
化
と

な
り
ま
す
が『
火
事
は
設
置

期
限
ま
で
待
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
!!
』

早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
あ
な
た
の
命　
家
族
の
命　

守
っ
て
く
れ
る　
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

問
合
せ
先　
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
消
防
署

丹
生
分
署　
　

☎
３
６ｰ

０
１
１
９

朝
日
分
遣
所　

☎
３
４ｰ

０
１
１
９

越
前
分
遣
所　

☎
３
７ｰ

０
１
１
９

　
　
　
　
　

鯖
江
・
丹
生
消
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

http://w
w

w
.fd-sabaenyu.jp/

越前町の住宅用火災警報器設置率

42%
58%

設置済

未設置

　

町
文
化
協
議
会
で
は
、合
併
後
初
の「
芸
能
祭
」を
行
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
文
化
・
芸
術
に
親
し
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　
き　
３
月
14
日（
日
） 

12
時
30
分
開
場  

午
後
1
時
開
演

と
こ
ろ　
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田（
織
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

出
演
団
体　

●
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
バ
ン
ド
）

●
織
田
明
吟
会（
詩
吟
）

●
朝
日
蒼
天
龍
神（
よ
さ
こ
い
）

●
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会
宮
崎
教
室（
吟
舞
）

●
お
り
づ
る
会（
民
謡
）

越
前
町
文
協 

芸
能
祭

●
紫
州
流
日
本
名
吟
会
／
陶
ノ
谷
支
部（
詩
吟
）　

●
勘
嗣
藤
美
会（
日
舞
）

●
宗
生
流
吟
舞
道
会
織
田
教
室（
吟
舞
）

●
八
田
獅
子
舞
保
存
会（
保
存
会
）

●
越
前
漁
火
太
鼓（
和
太
鼓
）

●
吟
道
光
世
流
堅
芳
支
部（
詩
吟
）

●
宮
崎
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス（
ダ
ン
ス
）　

●
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会
あ
さ
ひ（
吟
舞
）

●
か
ざ
ぐ
る
ま（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
）

●
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会
織
田
教
室（
吟
舞
）

●
梅
浦
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
踊
り
唄
普
及
保
存
会（
保
存
会
）　　

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
３
４ｰ

２
０
０
０

"SU
N

SET JA
ZZ PA

RTY" in

水
仙
ラ
ン
ド

　

日
本
海
に
沈
む
夕
日
を
眺
め
な
が

ら
、ジ
ャ
ズ
と
お
酒
と
軽
い
お
食
事
。

　
「
ち
ょ
っ
と
」お
し
ゃ
れ
し
て
素
敵
な

ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
3
月
21
日（
日
）午
後
４
時
半

　
　
　
　

か
ら
６
時
半
ま
で

と
こ
ろ　
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド（
水
仙
の
館
）越
前
町
血
ヶ
平

会　
費　
一　

般
／
３
、５
０
０
円（
３
ド
リ
ン
ク
付
）

　
　
　
　

大
学
生
／
２
、０
０
０
円（
３
ド
リ
ン
ク
付
）

　
　
　
　

１
０
０
人
限
定
、事
前
申
込
制

　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
、受
付
を
終
了
し
ま
す

演　
奏　
白
井
淳
夫
カ
ル
テ
ッ
トfeaturing Y

um
i,

      　
　

Ｔｰ

ド
リ
ッ
パ
ー

形　
式　
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
再
生
実
験
イ
ベ
ン
ト

主　
催　
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

共　
催　
越
前
町
、（
財
）越
前
海
遊
公
社

問
合
せ
先
・
申
込　
観
光
振
興
室　

☎
３
４ｰ

８
７
０
５

実施日時 実施場所 定員

① 3月13日（土）
9：00～12：00 鯖江・丹生消防組合消防署　丹生分署 15人

② 3月27日（土）
9：00～12：00 鯖江・丹生消防組合消防署　越前分遣所 15人

バレンタイン孫の温もり滲みたチョコ　　河合　敏子
娘の晴れ着幸せ祈り触れて見る　　　　　関谷一之助

龍馬と五輪炬燵の中で触れている　　　　　竹内　涼子
面影を座らせている指定席　　　　　　　　山田千栄子
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健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に

心 疲れて
いませんか？が

　ストレスが引き起こす病気には、「うつ病」のほかに、「心身症」「神
経症」などがありますが、　働いている、いないにかかわらず、心
の病には誰しもがかかる可能性があります。しかし、心の病気は自
分ではなかなか気づかないものです。
　あなたの親や配偶者（夫・妻）、そして子どもは大丈夫でしょうか？
大切な家族だからこそ心身の変化には敏感になっておきたいものです。

　1 人で考えたり悩んだりするよりも、誰かに相談することで問題
解決につながることがあります。
　家族、友人、相談機関などに気軽に相談しましょう。

主な相談機関の紹介

１．こころの相談

～こころのケア～

◎精神科医師による相談
　実 施 日：毎月第１、第３木曜日
　受付時間：午後 1時 30分から
　実施場所：丹南健康福祉センター
　要 予 約：健康増進課　☎５１-００３４

◎精神相談員による相談
　相談時間：午後 1時 30分から2時 30分まで
　相談場所：３月１６日（火） 越前地域福祉センター
　　　　　　３月２４日（水） 織田保健福祉センター
　要 予 約：保健衛生課　☎３４-８７１０

精神科医師・精神
相談員による「こ
ころ」の健康相談
もご利用ください。

その3

福井県精神保健福祉センター
丹南健康福祉センター

福井こころの電話
鯖江こころの電話
越前町役場

場　　　　　　　　　所 電話番号 実　　　施　　　日
0776-26-4400
0778-51-0034
0778-22-4135
0120-931-783
0778-51-0783
0778-34-8710
0778-36-1375

月～金　9:00 ～ 17:00

月～金　9:00 ～ 17:00

火・木・日　13:00 ～ 16:30
火・日・祝以外毎日13:30 ～ 16:30

月～金　9:00 ～ 17:00

（鯖江）
（武生）

（民間ボランティア団体）
（民間ボランティア団体）

（保健衛生課）
（健康増進室）

（女性相談課）
　　　　　　　　（24時間児童相談）

２．法律的トラブル（離婚・相続・金銭など）

福井県司法書士会
福井県消費生活センター

場　　　　　　　　　所 電話番号 実　　　施　　　日
0776-30-0001
0776-22-1102

月～金　9:00 ～ 17:00
月～金　9:00 ～ 17:00

３．多重債務

総合福祉相談所
場　　　　　　　　　所 電話番号 実　　　施　　　日

0776-24-6261
0776-24-3654

月～金　8:30 ～ 17:30

法テラス福井
場　　　　　　　　　所 電話番号 実　　　施　　　日

0503383-5475 月～金　9:00 ～ 17:00

５．職場のメンタルヘルス

４．女性・児童相談

福井産業保健推進センター
場　　　　　　　　　所 電話番号 実　　　施　　　日

0776-27-6395 月～金　9:00 ～ 17:00

広報えちぜん 1�広報えちぜん1�

　新しい保険証が届きました
ら、住所・氏名など記載内容を
確認してください。記載内容に
誤りがあった場合は、住民課ま
で届け出てください。

国民健康保険証の
更新時期です

・大きさはキャッシュカードと同じ大きさです。　・表面は紙製、裏面がフィルム加工してあります。

高齢受給者証（７０歳～７４歳対象）をお持ちの皆さんへ…
平成22年4月から平成23年3月までの一年間、窓口負担1割が延長されます。（すでに3割負担の人は除きます。）
　現在お持ちの高齢受給者証の自己負担割合（2割「ただし平成22年3月31日までは1割」）の部分が変更にな
ります。これにともない3月下旬に、新たな高齢受給者証を保険証と一緒に送付します。（現在3割負担の人に
は送付されません。）

こんなときには、届出が必要です。
就職や転職・異動などで下記のような変更が出た場合には14日以内に届出が必要です。
3月から4月は、特に変更が多い時期ですのでご確認ください。

こんなとき 手続きに必要なもの
他の市区町村から転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書、印鑑
職場の健康保険をやめたとき 健康保険離脱（離職）証明書、印鑑
職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 被扶養者からはずされた証明書、印鑑
子どもが生まれたとき 母子健康手帳、印鑑

★
国
保
に
加
入
す
る

こんなとき 手続きに必要なもの
他の市区町村に転出したとき 保険証、印鑑
職場の健康保険に加入したとき 国保の保険証、職場の健康保険の保険証（保険証が未交付の場

合は加入したことを証明できるもの）、印鑑職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保加入者が死亡したとき 保険証、印鑑

※75歳になり、後期高齢者医療の対象となったときは届出は不要です。

住民課　☎34－8708問合せ先

★
国
保
を
や
め
る

　現在の国民健康保険証は、有効期限が3月31日までとなっています。
新しい保険証は、3月下旬に各世帯へ郵送します。なお、今年度より保
険証の更新時期が10月1日に変更になりました。（今回お送りする保険
証の有効期限は平成22年9月30日となっています。10月以降の保険証
は9月下旬に送付予定です。）

こころの健康づくり ― うつ病の理解と対応 ―

もしも、あなたが、あなたの家族が
「うつ病」になったら？

　　うつ病は、こころの病気の中ではもっとも一
般的な病気です。「うつ病」について理解してい
れば、周囲の人が「うつ病」になっても、早く、的
確に対応することができます。

　　一度、お話を聞いてみませんか？

と　き　3月20日（土）
　　　　午後2時から午後3時30分まで
ところ　役場別館　2階ホール
講　師　津田クリニック（鯖江市）
　　　　　副院長　津田　恭子先生
問合せ先　保健衛生課　☎34－８７１０

注意

よりそって愛に触れてる我が余生　　　　山田　幸枝
末席に何か言いたい人が居る　　　　　　松村　典子

もう雨水春の息吹に触れてみる　　　　　　武藤　久子
高僧の説法に触れ感無量　　　　　　　　　山内　千代
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海
の
お
は
な
し

越
前

in

その22
地元の魚を食べよう

（最終回）
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3月の越前町関連の番組放送時間表

地域ふれあいチャンネル（2CH）
（アナログ2ch・デジタル091ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。
問合せ先
　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課　☎21－3277

問合せ先　税務課　☎34－8709

答え：税負担の調整措置がとられているためです。

評価額が下がっているのに
土地の税額が上がるのはどうして？

平成22年度 固定資産税の縦覧が始まります
　固定資産税の「縦覧」は、納税者が所有している土地・家屋の価格と町内にある近隣の土地・家
屋の価格とを比較して、本人の土地や家屋に関する評価が適正に行われているかどうかを確認
する制度で、土地価格等縦覧帳簿および家屋価格等縦覧帳簿を縦覧するものです。（費用は無
料です）。期間などは、次のとおりです。

問合せ先　税務課　☎34－8709

期      間
時      間
場      所
対      象

必要な書類

4月1日（木）～4月30日（金）（土・日・祝日を除く。）  
午前8時30分～午後5時30分  
税務課  
固定資産税の納税者およびその代理人など  

※本人の所有する土地･家屋については、期間外でも縦覧することができます。
※平成22年度の固定資産税の納税通知書は4月上旬に発送します。
　第1期納期限は4月30日（金）です。

　平成22年度納税通知書など納税者本人であることを確認できるものを持
参してください。また、本人に代わって代理人が縦覧される場合は、委任状お
よび代理人ご自身の運転免許証や健康保険証などが必要となります。
　なお、法人の場合は、委任状に代表者印を押印してください。 

　本来、固定資産税を算出する場合は評価額と課税標準額は等しくなります。 とこ

ろが、平成6年度の評価替えにより、全国の評価の基準を一定のものにするため、宅地

の評価額が地価公示価格などの7割程度まで、全国一律に引き上げられました。この

とき、税負担が急増しないように、少しずつ課税標準額を上昇させていく措置がとら

れました。

　この結果、評価額と課税標準額との間に大きな開きが生じることになりました。さ

らに、平成9年度以降は、税負担の公平の観点から、負担水準によってその年の課税標

準額を決める仕組みとなりました。

　具体的には、負担水準が高い土地については税負担を引き下げるか据え置きにする

一方、低い土地については徐々に税負担を引き上げるという仕組みとなっています。

このように、現在は税負担のばらつきを是正している過程にあることから、地価が下

落して評価額が下がっても税額が上がるという場合も生じています。 

◎辻・裏々　越前町笈松編
 10：15 ～ 10：30 （3/13 ～ 19）
 15：15 ～ 15：30 （3/13 ～ 19）
 21：15 ～ 21：30 （3/13 ～ 19）

◎ひと、くらし　輝いて
　第３回　ぬくもりコンサート
　    9：45 ～ 10：00 （3/27 ～ 4/2）
 14：45 ～ 15：00 （3/27 ～ 4/2）
 20：45 ～ 21：00 （3/27 ～ 4/2）

◎越前町いきいき情報局
　①7：52 ～②12：52 ～③19：52 ～

◎Ｊｒ［ジュニア］
　新たな旅立ち　朝日中学校卒業式
 9：30 ～ 9：45 （3/17 ～ 23）
 14：30 ～ 14：45 （3/17 ～ 23）
 20：30 ～ 20：45 （3/17 ～ 23）

◎青少年塾えちぜん
　きび団子づくり＆昔あそび
 9：30 ～ 9：45 （3/31 ～ 4/6）
 14：30 ～ 14：45 （3/31 ～ 4/6）
 20：30 ～ 20：45 （3/31 ～ 4/6）

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
、毎
日
の
食
生
活
の
中
で
、魚
を
ど
れ
く
ら

い
食
べ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、そ
の
魚
の
う
ち
越
前
町
産
の
割

合
は
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
町
内
で
も
越
前
地
区
に
在
住

し
て
い
る
人
は
、越
前
町
産
の
魚
を
食
べ
て
い
る
割
合
が
高
く
、

越
前
地
区
の
漁
業
者
の
家
庭
で
あ
れ
ば
食
卓
の
魚
料
理
の
ほ
と

ん
ど
は
越
前
町
産
の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
21
年
度
に
町
で
は
漁
協
婦
人
部
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
、保
育
園
児
や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
魚
に
関
す
る
食
育
活

動
を
計
14
回（
保
育
所
で
10
回
、小
学
校
で
4
回
）実
施
し
ま
し

た
。（
う
ち
2
回
は
公
民
館
活
動
）。
干
し
カ
レ
イ
や
干
し
イ
カ
つ
く
り
な
ど

を
実
施
し
、見
て
触
れ
て
作
っ
て
食
べ
る
と
い
う
体
験
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
魚
食
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、町
内
の
漁
家
の
女
性
グ
ル
ー
プ

で
は
、県
内
の
小
学
校
な
ど
で
寸
劇
に
よ
る
魚
食
普
及
活
動
や
魚
の
さ
ば
き
方

教
室
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
魚
に
は
、D
H
A
や
カ
ル
シ
ウ
ム
が

豊
富
に
あ
る
の
で
、特
に
脳
の
成
長
期
で
あ
る
幼
児
期
や
幼
年
期
に
魚
を
食
べ

る
と
頭
と
心
が
健
康
に
な
り
ま
す
し
、老
化
防
止
に
も
な
り
ま
す
の
で
、積
極

的
に
魚
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、近
年
は
魚
ば
な
れ
や
デ
フ
レ
に
よ
る
魚
価
の
低
迷
が
続
き
、漁
場
で

は
大
型
ク
ラ
ゲ
、資
源
の
枯
渇
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
漁
家
に
お
い
て
は

船
員
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は

今
後
も
海
底
耕
耘
や
栽
培
漁
業
な
ど
に
よ
る
水
産
資
源
の
確
保
や
漁
港
整
備
、

漁
業
経
営
改
善
、魚
食
普
及
の
推
進
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
町
民
の
皆

さ
ん
に
は
、積
極
的
に
地
元
産
の
魚
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
ま
で
水
産
業
を
メ
イ
ン
と
し
た「
海
の
お
は
な
し
」を
約
2
年
に
亘

り
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、今
回
で
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

丹南HOT情報チャンネル
　　　　　　　（アナログ5ch）

　平成20年5月からお送りしてきた「越前町いきいき
情報局」は、3月31日放送分をもって一時終了します。
今後も、町民の皆さんに魅力溢れる行政情報番組を提
供できるよう計画していきたいと思います。
　約2年間、番組へのご愛顧ありがとうございました。
上記に関する問合せ先　総務課　☎34－8700

番組終了のお知らせ

記念樹に触れると過去が蘇る　　　　　　山谷　ゆり
不純物滲み込んでますでも夫婦　　　　　司辻　文子

なつかしい空気に触れるクラス会　　　　　向当みつ子
末席の蟻は本音を語れない　　　　　　　　上坂　末男



新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

（
敬
称
略
、
2
月
19
日
現
在
）

（
敬
称
略
、
2
月
19
日
現
在
） え

ち
ぜ
ん
年
代
記
　

第
六
十
回

広報えちぜん ��広報えちぜん��

休
日
当
番
医

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。 

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（2月1日現在）

人　口 24,214人

　男 11,694人
　女 12,520人
世帯数 7,292戸

（前月より29人減）

3
月
21
日（
日
）	

長
田
内
科
胃
腸
科
医
院	

３
２ｰ

２
７
７
４

3
月
22
日（
月
）	

両
林
医
院	

３
７ｰ

０
０
０
５

3
月
28
日（
日
）	

織
田
病
院	

３
６ｰ

１
０
０
０

4
月
4
日（
日
）	

整
形
外
科
大
城
医
院	

３
２ｰ

３
５
０
０

4
月
11
日（
日
）	

伊
部
病
院	

３
４ｰ

０
２
２
０

　

３
月
と
い
え
ば
春
の
便
り
が
届
く
時
期

で
す
ね
。
寒
さ
に
弱
い
私
は
温
か
く
な
る
と

思
う
だ
け
で
口
元
が
ほ
こ
ろ
び
気
分
も
明
る

く
な
り
ま
す
。
冬
の
間
は
、子
供
た
ち
に
も

心
な
し
か
厳
し
い
よ
う
で
、最
近
、３
歳
の

娘
か
ら「
マ
マ
、い
つ
も
怒
っ
て
る
け
ど
、か

わ
い
い
よ
」と
い
う
言
葉
を
も
ら
い
反
省
し

て
い
ま
す
。

　

３
月
は
年
度
末
、異
動
、転
勤
、卒
園
、卒

業
な
ど
大
人
も
子
供
も
慌
た
だ
し
い
変
化

の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
１
歳
か
ら
保

育
園
に
通
っ
て
い
る
私
の
息
子
も
、も
う
す

ぐ
卒
園
。
４
月
か
ら
小
学
校
１
年
生
で
す
。

英
語
で
は
、「
卒
業
式
」を
開
始
を
意
味
す
る

com
m

encem
ent

と
呼
ぶ
よ
う
で
す
。
新

し
い
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
皆
さ
ん
、笑

顔
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 

私
も
毎
日
、笑

顔
で
家
族
を
送
り
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
世
紀
中
ご
ろ
の
政
治
権
力
者
の
墓
？

番
ば
ん
じ
ょ
う
だ
に
や
ま

城
谷
山
５
号
墳

　

今
年
の
は
じ
め
、
町
内
の
大
型
古
墳
に
つ
い
て
大
き
く
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。
１
９
９
０
年
以
来
、
20
年
ぶ
り
の
大
発
見
。
県

内
の
考
古
学
者
の
間
で
は
、
も
う
こ
れ
以
上
、
大
型
古
墳
の
発

見
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
が
未
発
見
の
ま
ま
、

町
内
の
山
中
に
眠
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

古
墳
は
番
城
谷
山
５
号
墳
。
天
王
区
・
宝
泉
寺
区
に
ま
た
が

る
標
高
１
５
５
ｍ
の
尾
根
上
に
あ
り
ま
し
た
。
古
墳
の
形
は

前
方
後
円
墳
。
全
長
は
55
ｍ
。
円
形
部
分
の
直
径
は
38
ｍ
、
南

東
側
に
長
さ
約
17
ｍ
の
前
方
部
が
あ
り
、
西
に
は
造つ
く
り
だ
し
ぶ

出
部
（
儀

式
を
す
る
舞
台
）
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
古
墳
は
詳
細
な
調
査
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
が
昨
年
５
月
、
町
教
育
委
員
会
の
文
化
財
調

査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

　

調
査
の
際
に
は
埴は
に
わ輪
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
素
焼
き
の
筒
型

の
も
の
で
円
筒
埴
輪
と
言
い
ま
す
。
埴
輪
の
突
起
な
ど
の
形
か

ら
、
５
世
紀
中
ご
ろ
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

古
墳
の
周
囲
に
は
15
～
30
㎝
の
川
原
石
が
散
乱
し
て
い
ま
し

た
。
古
墳
の
表
面
を
覆
う
葺ふ
き
い
し石
で
す
。
天
王
川
か
ら
約
１
４
０

ｍ
の
標
高
差
を
運
ん
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
葺
石
の
数
は

推
定
、
約
11
万
個
。
か
な
り
の
労
働
力
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
埴
輪
と
葺
石
を
も
つ
古
墳
は
、
丹
南
地
区
初
の
発

見
と
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
５
世
紀
中
ご
ろ
の
古
墳
の
中
で

は
県
内
最
大
級
。
同
時
期
の
前
方
後
円
墳
に
は
、
永
平
寺
町
の

泰た
い
お
ん
じ
や
ま

遠
寺
山
古
墳
（
全
長
62
ｍ
）
や
鳥と
り
ご
え
や
ま

越
山
古
墳
（
同
54
ｍ
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
番
城
谷
山
５
号
墳
は
高
所
に
造
ら
れ
た
こ
と
に

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
高
所
で
埴
輪
と
葺
石
を
も
つ
古
墳
は
、
北

陸
最
大
級
の
六ろ
く
ろ
せ
や
ま

呂
瀬
山
１
号
墳
（
坂
井
市
）
や
手て
ぐ
り
が
じ
ょ
う
や
ま

繰
ケ
城
山

古
墳
（
永
平
寺
町
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
首
長
級
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
番
城
谷
山
の
人
物
は
、
古
代
の
越
の
国
の
盟
主
的
な
政
治

権
力
者
に
匹
敵
す
る
人
物
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
し
ょ
う
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

２
月
第
61
号
14
ペ
ー
ジ
の「
生
活
路
線
バ

ス
運
賃
補
助
制
度
」の
記
事
に
つ
い
て
、一

部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
（
誤
）気
比
庄
～
田
原
町　

５
３
０
円

　
（
正
）気
比
庄
～
田
原
町　

７
３
０
円

読書感想文コンクールの審査結果
　2月6日、9日の両日、越前町立図書館織田分館で「第4回越前町
図書館読書感想文コンクール」の審査会が行われました。小学4年
生から中学3年生まで1,378点の応募があり、審査の結果、次の皆
さんが選考されました。おめでとうございます。

小学４年生 小学５年生 小学６年生
最優秀賞 御嶽　彩乃 （朝日小） 小田菜々子 （糸生小） 久保　希永 （朝日小）

優 秀 賞 三好　麻衣 （朝日小） 上山　洸一 （朝日小） 齊藤　有未 （朝日小）
田中　和城 （宮崎小） 福田　美空 （朝日小） 前田　優希 （朝日小）

入　　選

上坂恵利奈 （朝日小） 笠原　　星 （朝日小） 織田　　愛 （朝日小）
藤原　綾乃 （朝日小） 八木　亮磨 （朝日小） 木下　塔子 （朝日小）
水野　二葉 （朝日小） 吉川　　光 （朝日小） 進士　喜章 （朝日小）
橋詰　沙耶 ( 四ヶ浦小 ) 鈴木　孝佳 （織田小） 川口　菜々 （糸生小）
水島つぐみ（織田小） 轟　　愛美 （織田小） 髙島　幸士 ( 四ヶ浦小 )

小荒　浩夢 （城崎小）
大久保美伽 （萩野小）

小学生の部 （順不同・敬称略）

中学１年生 中学２年生 中学３年生
最優秀賞 川口　大輝 （朝日中） 岸野　真道（朝日中） 佐々井　香 （越前中）

優 秀 賞 渡辺　夏生 （宮崎中） 青山　侑以（朝日中） 小川　幹弘 （朝日中）
藤吾はるか （越前中） 松村　直紀（朝日中） 山本　　夢 （宮崎中）

入　　選

酒井　春佳 （朝日中） 三田村龍仁（朝日中） 松田　夏季 （朝日中）
朝日悠里絵 （朝日中） 原　　彩華（朝日中） 髙木　美奈 （朝日中）
笹原　勇也 （朝日中） 三谷　優姫（朝日中） 坂本　幸穂 （宮崎中）
芝　かんな （宮崎中） 吉田　美優（宮崎中） 津田茉佑香 （宮崎中）
揚原　　怜 （越前中） 今井萌々子（越前中） 松井　美月 （宮崎中）
山形　由衣 （織田中） 川上　昂太（越前中） 氏家　美波 （越前中）

大木 美沙都（織田中） 荒木穂乃香 （越前中）
山下　万波（織田中） 浜川ひかり （越前中）

萬矢　悠希 （越前中）

中学生の部

臨時休館のお知らせ
　町内の各図書館では、下記の日程で
蔵書点検を行う為、休館とさせていた
だきます。ご利用の皆さんには、大変
ご迷惑をおかけしますが、本の貸出は
行わないので、よろしくお願いします。
　なお、返却については、町立図書館
および織田分館は、「ブックポスト」、
宮崎分館・越前分館については、「各生
涯学習センター」へお願いします。

町立図書館
３月 ８日（月）

９日（火）
10日（水）
11日（木）

宮崎分館
３月 18日（木）

19日（金）

越前分館
３月11日（木）

12日（金）

織田分館
３月 16日（火）

17日（水）
18日（木）

　

朝
日
南
保
育
所
で
の
一
コ
マ
で
す
。

　

ひ
な
人
形
の
前
で
子
ど
も
た
ち
に
モ
デ

ル
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
は
、元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
に

圧
倒
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
し
た
が
、ひ
な
人
形

は
す
ま
し
顔
で
し
た
。

西
田
中　

宮
口　

涼
り
ょ
う
佑す

け 

（
憲
治
、
男
）

西
田
中　

田
島　

瑚
堵
（
武
志
、
女
）

上
川
去　

髙
島　

麻ま

央お 

（
正
嗣
、
女
）

気
比
庄　

堀
井　

幹か
ん

太た 

（
明
良
、
男
）

気
比
庄　

大
越　

卯う

乃の 

（
貴
保
、
女
）

　

市　
　

伊
藤　

愛あ
い

華か 

（
守
弘
、
女
）

宝
泉
寺　

小
川　

永と

遠わ 

（
一
貴
、
男
）

宝
泉
寺　

小
川　

葵あ

心こ 

（
一
貴
、
女
）

小
曽
原　

山
内　

一ひ
と

穂す
い 

（
康
充
、
女
）

小
曽
原　

福
嶋　

蒼そ
う

矢や 

（
俊
文
、
男
）

小　

樟　

濵
野　

杏あ
ん

菜な 

（
晃
、
女
）

　

北　
　

島
津　

咲さ

良ら 

（
将
行
、
女
）

上　

野　

北
野　

斗と

良ら 

（
真
邦
、
男
）

平　

等　

松
葉　

心み
ひ
ろ美 

（
恭
和
、
女
）

西
田
中　

笠
原
ひ
で
子 

（
87
歳
）

内　

郡　

山
本
ハ
ナ
ヱ 

（
97
歳
）

朝　

日　

時
田　
　

修 

（
90
歳
）

上
川
去　

齊
藤
ナ
ミ
コ 

（
85
歳
）

気
比
庄　

佐
藤
コ
ズ
ヱ 

（
66
歳
）

江　

波　

川
岸　

ハ
マ 

（
98
歳
）

広　

野　

嵐　
　

定
一 

（
88
歳
）

舟　

場　

土
井　
　

清 

（
79
歳
）

八　

田　

井
上　
　

代 

（
68
歳
）

梅　

浦　

小
道
世
八
千
代 

（
65
歳
）

小　

樟　

鈴
木　

政
信 

（
69
歳
）

小　

樟　

寺
下　
　

清
（
65
歳
）

大　

樟　

栁
生　

勇
助 

（
97
歳
）

大　

樟　

濵
田　

市
助 

（
90
歳
）

　

厨　
　

津
田　

信
治 

（
89
歳
）

高　

佐　

上
野
ツ
タ
ノ 

（
98
歳
）

上　

野　

森
下
イ
ス
イ 

（
85
歳
）

寺　

家　

鈴
木　

久
義 

（
67
歳
）

市　

場　

佐
々
木
光
一 

（
98
歳
）

三　

崎　

佐
々
木
繁
仁 

（
83
歳
）

細　

野　

伊
部
す
ゑ
の 

（
84
歳
）

赤
井
谷　

山
岸
イ
ト
イ 

（
88
歳
）

赤
井
谷　

渡
辺
ミ
ヨ
ノ 

（
92
歳
）

隣席のスズメが三羽姦しい　　　　　　　木下百合子
グリーン席から主婦に戻った水の音　　　原　　榮子父の轍浅くて深い苦が滲みる　　　　　　　関谷美和子



えちぜんカレンダー 3月16日～4月15日

生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 
対　　象　　者 場　　　　所

ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H15.4.2～H16.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

おはなしひろば

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時　　間

消費者生活相談

消費者ホットライン　☎0570ｰ064ｰ370

朝日農村環境改善センター（役場隣）
場　　　　所

毎週木曜日
実施日

14：00～17：00
時　　間

常　　　時
毎日午前中
毎週木曜日
毎日午前中
毎日午前中

あ さ が お 保 育 園
朝 日 中 央 保 育 所
朝 日 西 保 育 所
朝 日 南 保 育 所
朝 日 北 保 育 所
宮 崎 中 央 保 育 所
小 曽 原 保 育 所
陶 の 谷 保 育 所
城 崎 南 保 育 所
西 徳 寺 保 育 園
四 ヶ 浦 保 育 園
織 田 保 育 所
は ぎ の 保 育 園
た い ら 保 育 園

34－1110
34－0081
34－5602
34－1614
34－1762
32－2067
32－2039
32－3014
39－1801
37－1354
37－0305
36－0160
36－0396
36－0251

実　施　日 場　　　所 電話番号
なかよしひろば（園開放）

再就職者のための生活就労相談

国民年金保険料の前納のお知らせ

問合せ先  武生年金事務所　☎23－1124

平成２２年４月分から国民年金保険料が一月あたり４４０
円引き上げられ、月額15,100円になります。年額は
181,200円になりますが、１年分を前払い（前納）してい
ただくと３,２２０円の割引が受けられるので大変お得です。
なお、半年分（６か月）前納だと７４０円割り引かれます。
　どちらも支払期限は４月３０日（金）ですので、納め忘
れのないようご注意ください。

　　　中　止

越前コミュニティセンター
場　　　　所

3月17日（水）
実施日

13：30～16：00
越前町役場別館3月24日（水）

時　　間

問合せ先  福井県求職者支援センター　☎０７７６－３０－０４５１
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再生紙を使用しています

（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！
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16日（火）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

１３：００～１６：００ 越前地域福祉センター（梅浦）
無料法律相談 １３：００～１６：００ 宮崎保健センター（江波）
精神相談員によるこころの健康相談
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710 １３：３０～１４：３０ 越前地域福祉センター（梅浦）

17日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
18日（木） 精神科医師によるこころの健康相談

＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）
19日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

24日（水）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

10：0０～１１：3０ 宮崎保健センター（江波）
精神相談員によるこころの健康相談
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710 １３：３０～１４：３０ 織田保健福祉センター（織田）

26日（金） 心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

31日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所
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1日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

2日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
5日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

6日（火） 心配ごと相談 １３：００～１６：００
越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）
越前地域福祉センター（梅浦）

7日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
8日（木） 1歳６か月児健診 １3：3０～１４：３０ 朝日保健センター（西田中）

9日（金） 心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

12日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
13日（火） 3歳６か月児健診 １3：3０～１４：３０ 朝日保健センター（西田中）

14日（水）

子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
悠々いきいきサロン（男性）
内容：簡単ダンベル体操（参加費  年間６００円） ９：３０～　　　 宮崎保健センター（江波）
離乳食教室
☆５か月から６か月児を対象とします。身体測定、育児相談
も行います。（対象者には個人通知します。）

９：３０～１０：００ 織田保健福祉センター（織田）

15日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）


